
 

 

 

本格的に夏の暑さがやってきました。新型コロナウイルスとの夏も 2年目になります。 

保健管理センターでも、熱中症での体調不良の学生が増えてきています。    

１，熱中症とは 

熱によって起こるさまざまなからだの不調のこと。 

暑さによって体温調節機能が乱れたり、体内の水分量・塩分量のバランスが崩れたりすることが原因。 

今年もコロナにより、マスク着用の夏はいつも以上に熱中症のリスクが高まります。 

２，熱中症の症状 

 

 

 

 

 

 

３，熱中症の予防 

既に保健管理センターで睡眠不足・水分不足・食事をきちんと取れていない という学生への対応が

多くなっています。熱中症は普段の生活から予防ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

            

４，マスク着用での熱中症対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 症状 対応 

Ⅰ度 
めまい・立ちくらみ、、大量の汗、 

筋肉痛、筋肉の硬直 

涼しいところで体を冷やす。 

水分、塩分を補給 

Ⅱ度 頭痛、気分不快、倦怠感、吐き気、嘔吐 
自分で水分、塩分を補給できな

いときは病院搬送 

Ⅲ度 意識障害、痙攣、高温、手足運動障害 直ちに、病院搬送 
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マスクを外すときは、必ずまわりと 

十分距離が取れているか確認してから‼ 

普
段
か
ら
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出典： 

熱中症の応急処置 


